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当　

初　

予　

算大
川
原
復
興
拠
点　

施
設
建
設
加
速

施
設
整
備
に
１
１
７
億
３
０
０
０
万
円

前年度との財源比較
（収入）
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平成30年
261.8億円

平成29年
178.8億円

平成30年
261.8億円

平成29年
178.8億円

83億円増

前年度との事業比較
（支出）
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繰入金 80.8億円
（基金から）

復興事業 40.2億円
大川原一団地造成
追加ＩＣ建設など
生活支援 57.8億円
生活サポート補助金
タブレット利活用など
基金積立 22.2億円
特定原子力基金など
恒常的な事業 58.6億円
役場運営、人件費
福祉、農業、放射線対策
町道等の維持、教育など

国・県補助金 46.6億円

町税その他 51.4億円

繰入金 104.1億円
（基金から）

国・県補助金 99億円

町税その他 58.7億円

復興事業 117.3億円
庁舎建設、交流施設建設
宿泊温浴施設建設
町営住宅建設
大川原一団地造成など
生活支援 42.6億円
ふるさと絆応援など
基金積立 44.2億円
特定原子力基金
帰還環境交付金基金など
恒常的な事業 57.7億円
役場運営、人件費
福祉、農業、放射線対策
町道等の維持、教育など

平
成
30
年
３
月
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
14
日

ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
や
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、
特
別
会

計
当
初
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
30
議
案
を

審
査
し
全
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。大

川
原
復
興
拠
点
へ
の
施
設
建
設
が
加
速
す
る

な
ど
拠
点
整
備
へ
重
要
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
反

映
し
予
算
総
額
２
６
１
億
８
０
０
０
万
円
と
過
去

最
高
額
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
の
主
な
も
の

町
税
が
約
37
億
円
、
国
県
補
助
金
福
島
復
興
加

速
化
交
付
金
約
23
億
円
、
県
補
助
金
特
定
原
子
力

施
設
振
興
交
付
金
約
21
億
円
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
約
１
０
４
億
円
が
主
な
財
源
で
す
。

支
出
の
主
な
も
の

大
川
原
復
興
拠
点
施
設
整
備
と
し
て
庁
舎
建
設

約
30
億
円
、
交
流
施
設
建
設
約
4
億
５
０
０
０
万

円
、
宿
泊
温
浴
施
設
建
設
約
３
億
円
、
町
営
住
宅

建
設
に
約
26
億
円
、
復
興
拠
点
造
成
約
23
億
円
な

ど
11
施
設
の
整
備
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
定
例
会
の
傍
聴
人
は
延
べ
50
人
で
し
た
。
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当　

初　

予　

算 復興拠点へ重要な一年に
261億8000万円可決

前年度との比較
本年度予算 前年度予算 比　　較

一般会計当初 261億8000万円 178億8000万円 83億円 　

特　

別　

会　

計

坂下ダム管理 4850万円 4460万円 390万円
国民健康保険 21億8961万円 26億4032万円 △4億5071万円
奨学資金貸与 915万円 902万円 13万円
地 域 下 水 道 192万円 192万円 0　　
特定環境保全 7053万円 2639万円 4414万円
農業集落排水 745万円 976万円 △231万円
住宅団地造成 5万円 5万円 0　　
工業団地造成 5万円 5万円 0　　
中央台霊園管理 36万円 36万円 0　　
介 護 保 険 13億91万円 12億9796万円 295万円
後期高齢者医療 2759万円 2570万円 1789万円

過
去
最
高

予
算
総
額

特
別
会
計
予
算

36
億
５
６
１
３
万
円
町
民
の
生
の
声
を�

町
政
懇
談
会
開
催

下
水
道
復
旧
へ
、
熊
町
下
水
処
理
施
設
点
検
整

備
に
７
０
５
３
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
要
旨

財
源
の
計
画
的
・
重
点
配
分
を
も
と

に
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
総
額
を
２
６

１
億
８
０
０
０
万
円
と
定
め
、
過
去
最
大

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

庁
舎
建
設
関
連
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
、
町
内
大
川
原

地
区
に
お
い
て
役
場
庁
舎
建
設
工
事
に
着

工
し
ま
す
。
併
せ
て
町
民
が
安
心
し
て
帰

町
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
緊
急
時

な
ど
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
職
員
が

町
内
に
常
駐
す
る
た
め
の
職
員
宿
舎
を
平

成
30
年
度
中
に
建
設
い
た
し
ま
す
。

帰
町
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
大

事
な
一
年
に
な
る
の
で
、
広
く
町
民
の
ご

意
見
ご
要
望
を
伺
う
機
会
と
し
て
町
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
可
能
な
限
り
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
開
催
時
期

や
開
催
地
、
進
行
方
法
に
つ
い
て
配
慮

し
、
町
民
の
生
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

税
負
担
軽
減
を
図
る
減
免
措
置
を
引
き

続
き
講
じ
ま
す
。
な
お
避
難
指
示
解
除
後

の
課
税
に
つ
い
て
、
先
行
解
除
さ
れ
た
隣

接
町
村
の
実
績
を
踏
ま
え
検
討
を
行
い
ま

す
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
認
定
を
平

成
29
年
11
月
10
日
に
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
除
染
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
概
ね

５
年
以
内
の
避
難
指
示
解
除
を
目
指
す
も

の
で
、
除
染
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
か

っ
た
帰
還
困
難
区
域
の
復
興
に
向
け
た
整

備
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
復
興
再
生
拠
点
は
、
平
成
34
年
春

頃
ま
で
の
避
難
指
示
解
除
を
目
標
と
し
て

除
染
整
備
を
進
め
ま
す
。
特
に
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
全
線
開
通
の
予
定
に
合
わ
せ
、
大
野
駅

と
そ
の
周
辺
お
よ
び
大
川
原
復
興
拠
点
と

主
要
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
平
成
31

年
度
末
頃
ま
で
の
解
除
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
状
況

な
ど
か
ら
、
今
回
特
定
復
興
再
生
拠
点
に

認
定
さ
れ
な
か
っ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
荒
廃
抑
制
策
や
利
活
用
の
中
長
期

復
興
構
想
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

政
府
は
「
長
い
年
月
を
要
す
る
と
し
て

も
帰
還
困
難
区
域
の
全
て
を
解
除
す
る
」

と
し
て
お
り
、
町
と
し
て
も
農
地
等
の
荒

廃
防
止
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
大
型
モ

ー
タ
ー
プ
ー
ル
や
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
誘

致
な
ど
に
よ
り
、
逐
次
特
定
復
興
再
生
拠

点
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
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当　

初　

予　

算

重  

点  

事  

業

交流ゾーンと位置付けるエリアには、商業施設ホ
ール1500㎡、広場1300㎡、宿泊施設600㎡、温浴
施設500㎡、郵便局150㎡が整備されます。
その内、平成30年度は商業施設としてスーパー

330㎡１店舗、65㎡８店舗が平成31年５月〜６月
完成開業を目標に整備されます。
その他の施設は平成31年度内完成予定で整備し

ます。

交流施設整備
4億5772万円

新庁舎、町営住宅、交流施設等が整備される大川
原地区復興拠点の造成工事が平成29年度からの継
続で実施されます。
造成総面積は18.3haで、完成は平成31年10月に
なります。

大川原一団地造成
22億6900万円

大川原復興拠点に整備する町営住宅を福島県で代
行整備するための委託費が計上されました。
施設計画は戸建住宅50戸で敷地面積は約230㎡
２LDK10戸65㎡、3LDK40戸80㎡です。
工事期間は平成30年11月に基盤工事を完成させ
平成31年５月〜６月入居を目標に工事を進めます。

町営住宅整備
25億5082万円

快適住宅を整備します（いわき市小川町に建設された公営住宅）

大川原地区施設等配置イメージ図

施設整備へ向け急ピッチで造成

町営住宅�商業施設
平成31年5月〜6月完成

復
興
事
業

交流ゾーン
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当　

初　

予　

算

重  

点  

事  

業

北海道

福島

おじいちゃん、
おばあちゃん
まっててね！！

中間貯蔵施設整備等影響緩和交付金を活用した生
活サポート事業です。
平成30年度で３年目になります。本年度は申請

件数を高める取り組みや制度の見直しに向けた取り
組みを行います。
申請が難しい場合は、出向いてお手伝いします。

役場に問い合わせください。

生活サポート補助
14億8242万円

平成27年度から実施されている事業で、年度末に福島
県産品のお米や餅などを配付しています。
本年度で４年目になりますが、内容をさらに充実させる
ため要望等を議会に寄せていただけると幸いです。

ふるさと絆応援
6409万円

平成27年度から実施されている事業で、行
政区民相互の交流等に活用されています。
平成29年度で丸３年になるため一度精算し
新たに平成30年・31年の２年間の事業として
継続されます。
町民の要望が多い事業です。

行政区絆維持事業
8166万円

交流会も定着してきました

有効に活用しましょう

今年もお楽しみに!!

行政区民交流の場
絆維持２年間継続

生
活
支
援
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５
億
円
の
８
割
は
広
野

町
、
楢
葉
町
が
負
担
し
２

割
を
６
町
村
で
分
割
す
る
。

　
　

サ
ポ
ー
ト
補
助
金
交

付
で
委
託
料
が
９
０
４
９

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

以
前
に
も
事
業
の
短
縮

で
経
費
を
減
ら
す
よ
う
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
取
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。

　
　

安
定
的
な
生
活
再
建

の
た
め
当
面
10
年
間
の
事

業
と
し
た
。

　

し
か
し
避
難
生
活
の
変

化
や
実
情
に
応
じ
た
制
度

の
改
善
は
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
て
お
り
、
事
業
短

縮
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

改
善
に
向
け
て
引
き
続

き
国
と
協
議
し
て
い
く
。

生
活
サ
ポ
ー
ト

問答

て
い
る
が
、
自
分
で
清
掃

し
た
場
合
は
対
象
と
な
る

の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
実
際
に

か
か
っ
た
費
用
に
対
す
る

補
助
で
あ
る
。

　

自
分
で
清
掃
し
た
場
合

現
時
点
で
は
対
象
と
す
る

の
は
難
し
い
。

　
　

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅

で
、
大
熊
町
の
負
担
金
２

０
０
０
万
円
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
復
興
の
起
爆
剤

に
な
る
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
負
担
に
至
っ
た
経
緯

は
何
か
。

　
　

新
駅
建
設
は
交
流
人

口
増
加
、
地
方
の
活
性
化

の
た
め
、
双
葉
地
方
町
村

会
で
県
に
要
望
し
た
。

　

総
工
費
15
億
円
で
Ｊ
Ｒ

が
５
億
円
、
県
が
５
億
円

残
り
の
５
億
円
を
双
葉
郡

８
町
村
で
負
担
す
る
。

答Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅

問答

当
初
予
算
質
疑

　
第
１
回
定
例
会
に
て
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

夜
間
管
理
対
応
業
務

委
託
４
４
９
５
万
円
と
は

何
か
。

　
　

夜
間
の
防
犯
体
制
確

立
の
た
め
準
備
宿
泊
が
始

ま
れ
ば
、
24
時
間
の
連
絡

体
制
で
町
民
の
生
活
の
安

全
を
守
る
た
め
警
備
会
社

に
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

２
人
体
制
で
平
日
は
17

時
か
ら
翌
日
８
時
30
分
。

土
・
日
は
８
時
30
分
か
ら

翌
日
８
時
30
分
ま
で
の
２

交
代
で
対
応
す
る
。

　

１
年
間
の
委
託
料
で
あ

る
。

　
　

復
興
整
備
事
業
基
本

調
査
委
託
料
に
２
０
０
０

万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

準
備
宿
泊

問答都
市
計
画

問

何
の
整
備
を
目
的
と
し
て

調
査
す
る
の
か
。

　
　

熊
川
に
予
定
し
て
い

る
復
興
公
園
、
大
川
原
の

西
工
業
団
地
予
定
地
の
利

用
方
法
、
町
道
な
ど
町
内

全
域
の
開
発
の
た
め
基
本

調
査
を
行
う
。

答

　
　

大
川
原
、
中
屋
敷
地

区
の
町
民
が
帰
還
す
る
た

め
、
自
宅
の
清
掃
に
補
助

す
る
事
業
が
あ
る
。

　

清
掃
完
了
後
に
実
績
報

告
書
を
提
出
す
る
と
な
っ

家
屋
清
掃

問

２４時間の連絡体制で
町民生活の安全を守る

準備は整いました（準備宿泊）

準
備
宿
泊
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当
初
予
算
質
疑

　
　

平
成
30
年
度
は
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
給
付
対

象
者
は
何
人
に
な
っ
た
の

か
。

　
　

平
成
29
年
度
の
条
例

改
正
に
よ
り
給
付
資
格
要

件
を
緩
和
し
た
。
現
在
は

１
人
、
新
年
度
は
５
人
分

計
上
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
９
人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
選
考

会
の
結
果
、
候
補
者
４
人

と
な
っ
た
。

　
　

駅
前
広
場
測
量
設
計

委
託
と
あ
る
が
何
を
調
査

す
る
の
か
。

　
　

大
野
駅
東
西
口
町
有

地
の
有
効
な
利
活
用
を
考

え
る
た
め
の
設
計
委
託
で

あ
る
。

奨
学
資
金
給
付

問答大
野
駅

問答

　
　

町
内
維
持
管
理
と
は

何
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

除
草
や
路
肩
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
道
の
う
ち
国
か
ら
の

補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な

い
も
の
を
町
単
独
で
行
う
。

　
　

平
成
31
年
度
中
を
目

途
に
温
浴
施
設
を
建
設
と

あ
る
が
、
宿
泊
者
の
み
の

施
設
と
な
る
の
か
。

　
　

大
川
原
地
区
復
興
拠

点
内
に
整
備
さ
れ
る
宿
泊

施
設
の
利
用
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
帰
還
し
た
町
民
や

町
内
の
居
住
者
な
ど
ゆ
っ

た
り
と
足
を
伸
ば
し
疲
れ

を
癒
せ
る
施
設
と
し
て
整

備
す
る
。

除
草
路
肩
維
持

問答温
浴
施
設

問答

　
　

新
た
に
２
年
分
を
予

算
化
し
て
い
る
が
前
回
３

年
分
の
実
績
は
。

　
　

行
政
区
の
規
模
、
活

動
内
容
に
よ
っ
て
様
々
で

あ
る
。

　

実
績
に
つ
い
て
は
行
政

区
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
る

が
、
当
初
予
定
し
て
い
た

３
年
が
経
過
し
た
た
め
残

金
は
一
旦
精
算
す
る
。

　

行
政
区
長
か
ら
の
要
望

に
よ
り
２
年
間
絆
補
助
事

業
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

合
同
追
悼
式
の
参
加

者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

各
地
に
避
難
し
て
い

る
た
め
参
加
が
む
ず
か
し

い
と
考
え
る
。

　

近
隣
町
村
の
動
向
を
見

据
え
検
討
す
る
。　

行
政
区
絆
補
助
金

問答追
悼
式

問答

　
　

常
磐
道
大
熊
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
よ
り

中
間
貯
蔵
施
設
の
搬
入
で

町
道
は
渋
滞
す
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
降
り
た
敷
地
内
に
輸
送

車
の
待
機
場
所
を
設
け
渋

滞
が
無
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　

学
校
再
開
す
る
た
め

の
未
来
教
育
推
進
協
議
会

の
人
選
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

将
来
大
熊
町
内
に
学

校
を
再
開
す
る
に
あ
た
り

町
民
か
ら
10
人
を
選
任
す

る
。
人
選
は
今
後
検
討
す

る
。 渋

滞
対
策

問答学
校
再
開

問答

　
　

被
災
障
が
い
児
日
中

活
動
支
援
事
業
補
助
金
に

２
５
３
９
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

は
じ
め
て
計
上
さ
れ
る

補
助
金
で
あ
る
が
、
ど
の

様
な
支
援
事
業
な
の
か
。

　
　

基
本
的
に
仮
設
住
宅

を
持
つ
町
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
ま
で
楢
葉
町
が

代
表
し
て
計
上
し
て
い
た

が
、
平
成
30
年
３
月
で
楢

葉
町
の
仮
設
住
宅
が
終
了

に
な
る
た
め
、
大
熊
町
で

計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

委
託
に
５
３
７
２
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
と
比
較
し

て
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
様
な
見
直
し

を
し
た
の
か
。

障
が
い
児
支
援

問答ス
ク
ー
ル
バ
ス

問

　
　

児
童
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
バ
ス
運
行
会
社
と

協
議
し
、
バ
ス
ル
ー
ト
を

10
コ
ー
ス
か
ら
６
コ
ー
ス

に
見
直
す
と
と
も
に
台
数

に
つ
い
て
も
６
台
か
ら
３

台
、
バ
ス
も
小
型
化
に
す

る
な
ど
大
幅
な
見
直
し
を

行
っ
た
。

答
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条
例
補
正
予
算

３
月
定
例
会
補
正
質
疑

平成28年度所得金額 減免割合 該当者率

300万円以下 全額 62.8%

300万円を超え400万円以下 10分の9 10.8%

400万円を超え500万円以下 10分の7.5 7.0%

500万円を超え750万円以下 10分の5 10.4%

750万円を超え1000万円以下 10分の2.5 3.5%

1000万円以上 10分の1 5.0%

生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

補正補正補正

町
民
税
減
免

条例平
成
30
年
度
も
原
子
力
災
害
対
策
特

措
法
に
基
づ
き
、
町
内
全
域
が
避
難
指

示
解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域
お

よ
び
帰
還
困
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
町
民
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

町民税減免措置継続
全額免除対象者は約6割

　
　

中
央
台
霊
園
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

墓
地
の
除
染
は
完
了
し
墓
参
り
は
可
能
だ
が

周
辺
の
線
量
が
高
く
将
来
的
に
は
廃
止
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　

庁
舎
移
転
後
、
会
津
地
区
で
実
施
し
て
い
る

保
健
師
の
訪
問
相
談
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

会
津
地
区
の
訪
問
相
談
は
保
健
師
８
人
で
対

応
し
て
い
る
が
、
庁
舎
を
大
川
原
に
移
し
た
段
階

で
保
健
福
祉
拠
点
を
郡
山
市
に
置
き
、
中
通
り
と

会
津
を
一
括
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

中
央
台
霊
園

問答訪
問
相
談

問答

４
億
７
０
０
０
万
円
減
額

　

中
間
貯
蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
補
助
制
度
で
す
。

　

平
成
28
年
度
80
％
、
平
成
29
年
度
は
２
月
末

で
43
％
の
申
請
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

制
度
の
改
定
に
よ
り
今
年
度
か
ら
申
請
期
間

が
３
年
に
な
っ
た
た
め
、
申
請
者
が
減
少
し
減

額
し
ま
し
た
。

２
６
７
３
万
円
減
額

津
波
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
世
帯
の
住
宅
再
建

支
援
制
度
で
あ
り
、
10
世
帯
分
の
予
算
を
計
上

し
て
い
た
が
申
請
者
が
３
世
帯
で
あ
り
減
額
し

ま
し
た
。

制
度
の
期
限
が
平
成
32
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
住
宅
再
建
を
考
え
て
い
る
方
は
早
目
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。２

３
６
万
円
減
額

　

対
象
者
は
７
５
６
人
で
あ
り
２
月
末
で
７
０

９
人
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

単
年
度
の
申
請
で
あ
り
対
象
者
に
は
２
月
末

ま
で
に
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。

津
波
被
災
者
住
宅
支
援

次
世
代
避
難
者
支
援

第
１
回
定
例
回
に
て
平
成
29
年

度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
の
審
査

を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告

し
ま
す
。

健康に運動はかかせません
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平
成
30
年
２
月
13
日
委
員
会
を
開
催
し
、
総
務
課

企
画
調
整
課
、
教
育
総
務
課
よ
り
第
二
次
復
興
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
務
課
で
は
町
便
利
帳

の
普
及
改
善
に
よ
る
生
活

支
援
の
強
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
に
よ
る
会
議
や
決
裁

業
務
の
効
率
化
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
役
場
移
転

後
の
い
わ
き
出
張
所
の
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
や
、

大
川
原
地
区
に
職
員
宿
舎

の
整
備
を
早
急
に
す
る
こ

と
な
ど
の
意
見
が
で
ま
し

た
。

　

企
画
調
整
課
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
普
及
啓
発
と
内

容
の
充
実
、
宿
泊
施
設
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
温
浴
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
外
部
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ

大
野
駅
中
心
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て
早
く
示
す
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

教
育
総
務
課
で
は
ふ
る

　
平
成
30
年
２
月
14
日
委
員
会
を
開
催
し
生
活
支
援

課
、
復
興
事
業
課
、
産
業
建
設
課
、
環
境
対
策
課
へ

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
課
で
は
仮
設

住
宅
お
よ
び
復
興
公
営
住

宅
の
現
状
、
生
活
サ
ポ
ー

ト
補
助
金
の
申
請
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

復
興
事
業
課
で
は
大
川

原
復
興
拠
点
整
備
、
大
熊

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

環
境
対
策
課
で
は
町
営

墓
地
整
備
の
状
況
、
町
内

放
射
線
測
定
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
課
で
は
い
ち

ご
栽
培
施
設
整
備
の
進
捗

状
況
、
熊
川
漁
協
の
活
動

再
開
に
つ
い
て
、
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
の
今
後
の
展
望
、

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
す
べ
て
の

事
業
に
お
い
て
長
期
的
な

方
針
が
見
え
ず
執
行
部
内

で
十
分
に
調
整
を
行
う
こ

と
。

　

中
間
貯
蔵
施
設
の
搬
入

は
5
年
で
終
了
す
る
と
し

て
い
る
が
、
土
壌
搬
入
専

用
道
路
整
備
は
大
熊
Ｉ
Ｃ

開
通
に
間
に
合
う
の
か
。

　

ま
た
搬
入
後
の
専
用
道

路
利
活
用
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
と
お
お
く
ま
の
伝
承
、

生
涯
学
習
の
推
進
、
区
域

外
就
学
に
関
す
る
内
容
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
幼
稚
園
児

の
減
少
に
伴
い
会
津
若
松

市
の
幼
稚
園
の
活
用
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

お
お
く
ま
っ
子
み
ん
な
集

ま
れ
の
参
加
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
て
事
業
の
見
直

し
を
考
え
て
は
ど
う
か
な

ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

土壌搬入専用道路整備は
IC開通に間に合うのか

ＪＲ大野駅中心の
町づくりを早く示せ
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一  

般  

質  

問

５
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ
鶴ヶ城ハーフマラソン大会　大熊中学生

１．千　葉　幸　生 議員 11
早期に外部委託発注が必要

２．堀　川　亘　夫 議員 12
いわき市南部へ施設の実現を

３．廣　島　公　治 議員 13
交流サロンの継続的な実施を
運動機能を備えたサロンの設置を

４．加　藤　良　一 議員 14
町民が参加する公社運営を
会津若松出張所の今後は

５．伊　藤　昌　夫 議員 15
受診率向上と保健指導の充実を

笑顔で完走
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一  

般  

質  

問
千
葉
　
幸
生 

議
員

　
　
　
　

特
定
復
興
再
生

拠
点
の
大
野
駅
周
辺
は
、

常
磐
線
の
開
通
に
併
せ
避

難
指
示
解
除
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
建
設
費
用
は
、
約
12

年
で
総
額
５
０
２
０
億
円

で
あ
っ
た
。
廃
炉
は
約
40

年
で
総
額
８
兆
円
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
40
年
間
に
大
熊

町
・
双
葉
町
で
廃
炉
に
携

わ
る
技
術
者
は
原
発
建
設

時
と
同
等
以
上
と
想
定
で

き
る
。

　

当
然
怪
我
や
病
気
な
ど

に
罹り

患か
ん

す
る
確
率
は
上
が

る
た
め
、
緊
急
処
置
・
入

院
治
療
が
必
要
な
場
合
二

次
医
療
機
関
で
あ
る
大
野

病
院
は
、
我
々
町
民
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
大
野
病
院
と
の

ア
ク
セ
ス
を
メ
イ
ン
と
す

る
駅
前
整
備
計
画
を
、
早

急
に
作
り
上
げ
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
そ
の
後
に
多

千
葉

問 早期に外部委託発注が必要

答 将来を見据えた計画になるよう進めていく

駅
前
整
備
計
画

く
の
町
民
や
廃
炉
技
術
者

が
利
用
す
る
大
熊
町
の
顔

と
な
る
大
野
駅
舎
の
整
備

計
画
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

　

常
磐
線
開
通
ま
で
２
年

ほ
ど
し
か
な
く
、
土
地
の

確
保
や
除
染
・
解
体
期
間

を
含
め
る
と
短
期
間
で
設

計
・
計
画
を
実
施
す
る
た

め
の
、
早
期
の
外
部
委
託

発
注
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　

大
野
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
常
磐
線
の
開

通
に
合
わ
せ
平
成
32
年
春

の
避
難
指
示
解
除
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
双
葉
郡

の
重
要
な
二
次
医
療
機
関

で
あ
る
県
立
大
野
病
院
周

辺
も
駅
と
併
せ
早
期
の
避

難
指
示
解
除
を
目
指
す
。

　

大
野
駅
と
大
野
病
院
は

町
の
復
興
に
と
っ
て
も
、

今
後
40
年
以
上
続
く
と
言

わ
れ
る
廃
炉
作
業
に
と
っ

て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り

こ
の
２
つ
の
施
設
を
中
心

町
長

に
据
え
た
駅
前
整
備
計
画

を
、
し
っ
か
り
と
作
り
上

げ
、
大
野
駅
と
大
野
病
院

が
ス
ム
ー
ズ
に
繋
が
る
よ

う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

　

例
え
ば
、
駅
西
口
広
場

を
拡
張
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー

化
し
、
車
の
発
着
と
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
既
存
道
路
と
駅
舎
と
の

高
低
差
を
活
か
し
、
駅
舎

２
階
部
分
と
大
野
病
院
を

ス
ロ
ー
プ
で
繋
げ
、
ス
ム

ー
ズ
に
行
き
来
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
賑
わ
い
を
持

た
せ
る
。

　

常
磐
線
の
全
線
開
通
と

駅
周
辺
の
整
備
に
は
時
間

差
は
あ
る
が
、
整
備
計
画

策
定
の
際
に
は
ス
ピ
ー
ド

感
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
で

き
る
だ
け
広
く
ア
イ
デ
ィ

ア
を
収
集
し
、
将
来
を
見

据
え
た
思
い
切
っ
た
計
画

と
な
る
よ
う
民
間
活
力
の

利
用
も
含
め
て
進
め
て
い

く
。

町の顔となる駅周辺整備を
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一  

般  

質  

問

堀川　亘夫 議員

　
　
　
　

平
成
27
年
度
に

策
定
し
た
大
熊
町
第
二
次

復
興
計
画
の
２
本
柱
の
１

つ
と
し
て
町
民
の
避
難
先

で
の
安
定
し
た
生
活
に
資

す
る
生
活
支
援
策
の
実
施

を
理
念
と
定
め
、
町
民
の

集
う
場
の
提
供
や
町
民
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
を
会
津

若
松
市
・
郡
山
市
・
い
わ

き
市
の
３
カ
所
に
設
置
す

る
と
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
の
施
政
方

針
の
中
で
も
町
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
の
必
要
性
を

堀
川

く
の
大
熊
町
民
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。交

流
会
・
学
習
会
・
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や

健
康
診
断
の
実
施
、
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
う
幅
広
い
活

用
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た

町
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠

点
施
設
実
現
へ
町
長
の
見

解
を
問
う
。

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
避
難
生
活
に
よ

る
体
調
悪
化
や
自
殺
な
ど

に
よ
る
関
連
死
が
増
大
し

て
い
る
が
、
最
大
の
要
因

は
ス
ト
レ
ス
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
防
止
策
の

一
環
と
し
て
交
流
の
場
の

提
供
が
重
要
視
さ
れ
注
目

を
浴
び
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
満
７
年
の
春
を

迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、

い
わ
き
市
南
部
地
区
の

泉
・
植
田
町
に
は
最
も
多

問 

い
わ
き
市
南
部
へ
施
設
の
実
現
を

答 

平
成
30
年
度
中
に
は
方
向
性
を
示
す

心
・
安
全
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

団
体
の
活
動
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
避
難
を
強
い
ら

れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん

が
自
由
に
交
流
の
で
き
る

場
を
設
け
、
様
々
な
形
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

心
の
復
興
は
時
間
と
の

た
た
か
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
住
民
の
生
の
声
を
最

大
限
に
尊
重
し
な
が
ら
皆

さ
ん
の
期
待
に
添
え
る
よ

う
な
形
で
対
応
し
た
い
。

　

今
後
い
わ
き
市
南
部
へ

の
拠
点
設
置
に
つ
い
て
は

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
の
活
動
状
況
や
避
難
さ

れ
て
い
る
町
民
の
方
々
の

交
流
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
、
来
年
度
中
に
は
設
置

の
可
否
を
含
め
方
向
性
を

示
す
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　

大
熊
町
第
二
次

復
興
計
画
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
拡
散

的
に
居
住
す
る
町
民
の
実

情
を
踏
ま
え
、
大
熊
町
民

が
集
ま
っ
て
交
流
の
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
を

現
在
会
津
若
松
出
張
所
・

中
通
り
連
絡
事
務
所
・
い

町
長

わ
き
市
平
の
梨
の
実
サ
ロ

ン
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て

い
る
。

　

県
外
で
６
つ
、
県
内
で

９
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
が
活
動
し
て
い
て
町
は

そ
の
設
立
お
よ
び
運
営
に

つ
い
て
も
支
援
し
て
い
る
。

　

避
難
先
で
の
よ
り
安多くの町民が参加するいわき南部の交流会

コミュニティ拠点
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一  

般  

質  

問 問 交流サロンの継続的な実施を

答 心身の健康を保てるよう継続支援

町
民
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

廣
嶋
　
公
治 

議
員

　
　
　

現
在
交
流
サ
ロ
ン

等
の
開
催
は
、
い
わ
き
出

張
所
で
実
施
し
て
い
る
梨

の
実
サ
ロ
ン
、
社
協
が
実

施
し
て
い
る
つ
な
が
っ
ぺ

お
お
く
ま
サ
ロ
ン
等
が
あ

る
。

　

平
成
31
年
度
に
は
大
川

原
地
区
へ
行
政
機
能
が
移

る
予
定
だ
が
、
移
転
後
も

各
地
で
継
続
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
多
い
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
が
、
交

流
サ
ロ
ン
の
開
催
回
数
や

内
容
を
維
持
し
た
形
で
平

成
30
年
度
以
降
の
実
施
計

画
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
生
活
支
援
相
談
員

の
複
数
年
雇
用
だ
が
、
第

二
次
復
興
計
画
実
施
計
画

で
は
課
題
と
し
て
国
県
等

に
要
望
す
る
と
し
て
い
る

が
、
町
単
独
で
も
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。

廣
嶋

　
　
　

大
川
原
地
区
の
避

難
指
示
が
解
除
さ
れ
帰
町

が
始
ま
る
が
、
そ
の
多
く

が
高
齢
者
で
あ
り
社
協
が

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

担
当
す
る
事
に
な
る
。

　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

1
社
協
職
員
の
事
務
所
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
す
べ

き
で
な
い
か
。

２
運
動
機
能
・
各
種
サ
ー

ク
ル
・
サ
ロ
ン
開
催
が

で
き
る
部
屋
が
必
要
で

は
な
い
か
。

３
要
支
援
認
定
者
の
機
能

訓
練
等
が
で
き
る
通
所

廣
嶋

い
て
は
、
き
め
細
か
い
対

応
の
た
め
に
も
事
務
所
や

部
屋
の
確
保
は
当
然
必
要

で
あ
る
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
機
能
を
兼

ね
備
え
た
施
設
を
考
え
て

い
る
。

４
拠
点
内
の
庁
舎
前
や
交

流
ホ
ー
ル
前
広
場
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
。

５
宿
泊
施
設
に
併
設
さ
れ

る
温
浴
施
設
の
利
用
を

考
え
、
施
設
に
は
手
す

り
等
の
介
護
機
器
を
設

置
す
る
。

型
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。

４
外
で
運
動
が
で
き
る
小

規
模
の
グ
ラ
ン
ド
を
併

設
す
べ
き
。

５
施
設
利
用
後
に
汗
を
流

す
た
め
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　

拠
点
内
の
福
祉
施

設
建
設
は
社
協
も
参
加
し

た
会
議
を
開
催
し
て
お
り

社
協
の
要
望
を
取
り
入
れ

た
施
設
整
備
と
し
た
い
。

　

質
問
の
1
か
ら
３
に
つ

町
長

問 

運
動
機
能
を
備
え
た
サ
ロ
ン
設
置
を

答 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

復興拠点福祉施設

　
　
　

町
民
同
士
の
交
流

を
目
的
と
し
た
社
協
お
よ

び
梨
の
実
サ
ロ
ン
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
署
と
連
携

し
避
難
の
状
況
に
合
わ
せ

て
開
催
回
数
や
開
催
場
所

内
容
等
を
検
討
し
、
平
成

30
年
度
以
降
も
町
民
が
心

身
の
健
康
を
保
て
る
よ
う

継
続
支
援
し
て
い
く
。

　

実
施
計
画
は
複
数
年
に

な
る
と
復
興
の
進
捗
状
況

も
関
係
し
て
く
る
の
で
、

関
係
機
関
と
調
整
し
早
め

に
広
報
等
を
利
用
し
て
お

知
ら
せ
し
た
い
。

　

生
活
支
援
相
談
員
の
複

数
年
雇
用
に
つ
い
て
は
、

こ
の
事
業
は
単
年
度
の
復

興
予
算
で
実
施
し
て
い
る
。

　

不
足
が
生
じ
る
場
合
は

町
で
負
担
し
て
い
る
。
県

社
協
の
要
綱
に
基
づ
き
配

置
し
て
る
が
、
県
内
各
地

で
帰
還
の
進
展
と
と
も
に

縮
小
の
動
き
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
で
は
生
活
支
援
相
談

員
の
重
要
性
に
鑑
み
、

町
長

国
・
県
に
支
援
継
続
を
要

望
し
て
い
く
。
し
か
し
一

方
で
訪
問
時
の
不
在
件
数

の
増
加
や
訪
問
拒
否
の
増

加
等
の
報
告
も
受
け
て
お

り
、
補
助
制
度
の
廃
止
の

場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
町
単
独
で
の

事
業
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
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一  

般  

質  

問

加藤　良一 議員

問 

町
民
が
参
加
す
る
公
社
運
営
を

答 

町
出
身
の
人
材
を
中
心
に
充
実
を
図
る

　
　
　

空
き
地
空
き
家
バ

ン
ク
の
運
営
受
託
な
ど
や

町
民
の
交
流
を
促
進
す
る

事
業
の
企
画
・
実
施
の
た

め
平
成
29
年
10
月
に
「
一

般
社
団
法
人
お
お
く
ま
ま

ち
づ
く
り
公
社
」
を
設
立

し
た
。

帰
町
で
き
な
い
と
判
断

し
て
い
る
町
民
も
、
自
分

の
土
地
を
ど
う
管
理
・
活

用
し
て
く
れ
る
の
か
。
ま

た
町
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
々
が
多
く
将
来

に
わ
た
り
新
し
い
町
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
公
社
を

つ
く
り
あ
げ
る
意
義
は
高

い
。８

人
体
制
で
設
立
し
た

が
、
現
在
は
専
門
性
の
高

い
公
社
の
事
業
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
大
手
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
支
援
を
受
け

２
人
が
常
駐
し
公
社
の
骨

格
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

立
ち
上
げ
時
は
外
部
の

支
援
に
よ
り
事
業
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
な
が

ら
の
運
営
に
な
る
と
思
う

が
、
町
内
に
は
町
の
復
興

を
願
い
復
興
事
業
に
汗
を

か
い
て
い
る
町
民
も
多
く

働
い
て
い
る
。

息
の
長
い
組
織
に
し
て

い
く
た
め
に
復
興
創
生
期

間
が
終
了
す
る
こ
ろ
に
町

民
が
参
加
す
る
公
社
運
営

を
今
か
ら
検
討
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

長
期
間
に
わ
た
り
多
く
の

人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
な

が
ら
達
成
さ
れ
る
大
事
業

で
あ
る
。

受
け
継
ぐ
人
が
や
り
が

い
を
持
て
る
組
織
形
態
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
立

ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
私
た

ち
の
責
任
だ
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

加
藤

　
　
　

町
づ
く
り
公
社
で

は
、
不
動
産
関
連
事
業
の

制
度
設
計
な
ど
公
社
の
骨

格
づ
く
り
の
た
め
に
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
支
援
を
得

て
事
業
基
盤
等
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
公
社
の
活
動
を
一
層
支

援
し
て
い
く
。

運
営
に
あ
た
り
事
業
基

盤
の
充
実
、
法
的
な
位
置

づ
け
は
組
織
運
営
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
最
も
重
要
な
組
織
の

財
産
は
、
そ
こ
で
働
く
人

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

平
成
30
年
度
運
営
に
向

け
、
町
出
身
の
人
材
を
中

心
に
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
今
後
も
事
業
規

模
の
拡
大
に
合
わ
せ
た
体

制
の
拡
張
に
あ
た
っ
て
も

町
民
や
町
の
ゆ
か
り
の
あ

る
方
な
ど
、
町
の
事
情
に

精
通
し
熱
意
を
も
っ
た

方
々
の
知
識
や
経
験
な
ど

の
様
々
な
力
を
活
か
す
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。

町
長

　
　

大
川
原
復
興
拠
点

へ
の
新
庁
舎
移
転
以
降
の

会
津
若
松
出
張
所
の
運
営

は
ど
う
な
る
の
か
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
は
維
持
さ

れ
る
の
か
。

大
熊
中
学
校
の
活
用
も

含
め
早
い
段
階
で
方
向
性

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

加
藤

　
　

窓
口
業
務
、
町
民

の
健
康
相
談
等
の
業
務
、

学
校
関
係
の
業
務
は
当
面

必
要
で
あ
り
、
規
模
は
縮

小
す
る
が
役
場
機
能
は
残

す
予
定
で
あ
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
中
学

校
の
一
室
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
他
の
場

所
も
検
討
し
出
来
る
だ
け

早
く
示
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
は

維
持
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

町
長

私たちに相談してください（まちづくり公社）

まちづくり公社

会
津
若
松
出
張
所
の
今
後
は
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問 受診率向上と保健指導の充実を

答 体制を整え健康支援に努める

特
定
健
診

伊
藤
　
昌
夫 

議
員

　
　

国
保
加
入
者
の
特

定
健
診
制
度
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
高
齢
者
医
療

確
保
法
に
基
づ
き
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

が
始
ま
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

受
診
対
象
者
は
40
歳
〜

74
歳
と
な
っ
て
お
り
平
成

28
年
度
町
の
デ
ー
タ
で

は
、
対
象
者
２
４
３
３
人

に
対
し
受
診
者
１
０
８
９

人
、
受
診
率
44
・
８
％
と

50
％
を
切
っ
て
い
る
。

町
で
も
、
健
診
率
の
向

上
や
特
定
保
健
指
導
に

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
例
え
ば

１
健
診
通
知
文
の
文
字
を

大
き
く
す
る

２
再
通
知
ま
た
は
再
々
通

知
を
出
す

３
電
話
に
よ
る
健
診
の
勧

奨
４
県
外
の
健
診
指
定
医
療

機
関
を
増
や
し
、
利
便

性
を
図
る

伊
藤

５
人
間
ド
ッ
ク
と
の
同
時

受
診
を
勧
奨
し
、
上
限

を
設
け
て
助
成
金
を
出

す
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
受

診
率
の
向
上
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
保
健
指
導
対
象

に
な
っ
た
方
の
重
症
化
を

防
ぐ
に
は
、
更
な
る
保
健

指
導
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
不
足
な
ら
募
集
し
、

人
材
を
確
保
す
る
こ
と
。

そ
れ
で
も
足
り
な
い
な
ら

国
・
県
に
派
遣
を
要
請
し
、

町
民
の
生
活
に
安
心
を
与

え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
受
診
率
向
上
と
保
健

指
導
の
充
実
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
を
問
う
。

一  

般  

質  

問

　
　

特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
に
つ
い
て
町
で
は

震
災
以
降
、
国
保
加
入
者

の
特
定
健
診
を
含
め
た
総

合
健
診
を
会
津
若
松
市
・

郡
山
市
・
い
わ
き
市
の
３

カ
所
で
実
施
し
て
お
り
健

診
会
場
ま
で
の
バ
ス
送
迎

を
行
う
な
ど
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
県
が
実
施
し
て
い

る
県
民
健
康
調
査
と
の
連

携
を
図
り
、
県
外
に
つ
い

て
は
結
核
予
防
会
に
検
査

を
委
託
す
る
な
ど
、
全
国

各
地
に
避
難
し
て
い
る
町

民
の
方
が
健
診
を
受
診
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

き
た
。

次
に
、
保
健
指
導
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
震
災
に

よ
り
町
民
の
避
難
生
活
を

支
え
る
保
健
師
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
そ

の
確
保
に
努
め
て
き
た
。

震
災
前
は
保
健
師
３
人

体
制
だ
っ
た
が
、
現
在
は

派
遣
職
員
等
を
含
め
９
人

で
各
種
保
健
事
業
に
あ
た

町
長

早期発見　早期治療

っ
て
お
り
、
新
年
度
に
つ

い
て
は
２
人
の
採
用
も
予

定
し
て
い
る
。

今
後
も
専
門
職
の
人
材

確
保
を
図
り
、
町
民
の
方

が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整

え
健
康
支
援
に
努
め
て
行

く
。
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傍聴に来てください
６月定例会は13日からの予定です

役場２階議場前で簡単な説明を受け
気軽に傍聴できます

委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　　　　議会だよりおおくま第44号の4頁一般質問の千葉議員
質問の中に地獄沢との表記がありましたが、正しくは地極沢の
誤りでした。訂正しお詫び申し上げます。

千葉・東京からも参加しています

紅葉を楽しみました 愛がたっぷり　フラワーパーク

楽しく交流して2年半がたちました
埼玉・おおくま友の会

お詫び

埼玉県を中心に避難している町民の方々と共に
楽しく交流出来る場を作ろうと、大熊町コミュニ
ティ支援関東事務所と12人の発起人とで３カ月
の準備期間を経て、平成27年11月に発足しまし
た。現在の会員数は70人です。
今年の予定は、バスの旅行と懇親会を３回。子

どもたちも楽しめる夏休み企画として、ルミネ
theよしもとのお笑いとランチです。
これからも楽しい企画を考えてまいりますの

で、たくさんの方々の入会と参加をお待ちしてい
ます。

会　長　倉嶋　要三
☎049-287-1052


